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専
修
大
学
が
持
つ
研
究
力

の
地
域
社
会
へ
の
発
信
を
目

的
に
し
た
社
会
知
性
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
10
月
24
日
、
岩
手
県

北
上
市
の
日
本
現
代
詩
歌
文

学
館
で
開
か
れ
た
。
専
修
大

学
・
専
修
大
学
北
上
高
等
学

校
主
催
、
北
上
市
共
催
。

「
岩
手
国
体
が
も
た
ら
す

レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）」
と
題

し
、
本
学
や
北
上
市
で
活
躍

す
る
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
が
、

来
年
開
催
の
「
２
０
１
６
希

望
郷
い
わ
て
国
体
」
の
意
義

や
期
待
す
る
効
果
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
専
大
の
付

属
高
校
が
あ
る
地
域
で
毎
年

開
催
し
て
お
り
、
北
上
市
で

は
２
回
目
。
専
大
北
上
高
生

や
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
ら
２
１

４
人
が
参
加
し
た
。
矢
野
建

一
学
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
小
原
善
則
北
上
市
教
委

教
育
長
が
「
国
体
に
向
け
て

の
機
運
を
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
同
県
出
身
で
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
指
導
に
携
わ
る
吉
田
清

司
法
学
部
教
授
が
講
演
。

「
県
民
一
人
一
人
が
お
も
て

な
し
の
心
と
、
復
興
へ
の
感

謝
を
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
掛
け
た
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
部
長
の
渡
辺
英
次
商
学
部

准
教
授
は
子
ど
も
の
発
達
と

ス
ポ
ー
ツ
の
関
係
性
に
つ
い

て
解
説
し
、
幼
児
期
の
多
様

で
豊
富
な
運
動
の
重
要
性
を

説
い
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
佐
竹
弘
靖
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
情
報
学
部
教
授
の
司

会
で
、
県
立
北
上
翔
南
高
の

本
正
園
子
陸
上
競
技
部
監

督
、
専
大
北
上
高
の
齊
藤
政

昭
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
監
督
と

吉
田
・
渡
辺
両
講
師
が
指
導

方
針
や
国
体
へ
の
思
い
に
つ

い
て
討
論
し
た
。

　「
選
手
に
対
し
て
愛
を
テ

ー
マ
に
、
報
恩
奉
仕
の
精
神

で
指
導
し
て
い
る
」
と
齊
藤

監
督
。
本
正
監
督
は
「
努
力

し
た
プ
ロ
セ
ス
は
一
生
の
財

産
に
な
る
」
と
述
べ
た
。
選

手
に
伝
え
る
こ
と
と
し
て
吉

田
教
授
は
「〝
グ
ッ
ド
ル
ー

ザ
ー
（
よ
き
敗
者
）〞
で
あ

っ
て
ほ
し
い
」、
渡
辺
准
教

授
は
「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
で
」
と
語
っ
た
。

　
国
体
が
も
た
ら
す
レ
ガ
シ

ー
に
つ
い
て
齊
藤
監
督
は

「
お
も
て
な
し
の
心
が
レ
ガ

シ
ー
に
な
る
」
と
強
調
。
本

正
監
督
は
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
選
手
に
触
れ
る
チ
ャ
ン
ス

で
あ
る
と
同
時
に
、「
地
元

の
よ
さ
を
全
国
に
発
信
し
、

県
民
に
郷
土
愛
が
生
ま
れ
る

い
い
機
会
に
な
る
」
と
考
察

し
た
。
佐
竹
教
授
は
「
国

体
の
レ
ガ
シ
ー
と
は
〝
人

財
〞。
地
域
に
と
っ
て
財
産

と
な
る
人
を
育
て
て
く
れ
る

だ
ろ
う
」
と
ま
と
め
た
。

　
専
大
北
上
高
３
年
の
八
重

樫
愛
美
さ
ん
は
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
す
る
こ
と
で
岩

手
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
と
学
ん
だ
」、
菊
地
哲

平
さ
ん
は
「
自
分
も
お
も
て

な
し
の
心
を
持
ち
た
い
」
と

感
想
を
述
べ
た
。

▲　いわて国体がもたらす効果について話し合った

パネルディスカッション

北上市で社会知性フォーラム

いわて国体へ高まる期待

指
導
者
が
意
見
交
換

　
高
校
生
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
の
学
び
を
よ
り
具

体
的
に
知
っ
て
も
ら
う
新
企

画
「
ハ
ッ
ピ
ー
・
マ
ン
デ
ー

・
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ビ
ジ
ッ

ト
」
が
10
月
12
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
る
模
擬
授
業
か
ら
一
歩

踏
み
込
ん
だ
内
容
で
、
高
校

生
た
ち
は
専
大
で
の
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
に
思
い
を
馳は

せ

た
。

　
参
加
し
た
の
は
神
奈
川
県

川
崎
総
合
科
学
、
東
京
都
晴

海
総
合
、
千
葉
県
柏
の
葉
、

同
袖
ヶ
浦
の
各
高
校
の
情
報

系
学
科
で
学
ぶ
１
、
２
年
生

12
人
。
江
原
淳
学
部
長
か
ら

「
情
報
に
関
す
る
多
様
な
領

域
を
カ
バ
ー
す
る
珍
し
い
学

部
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
切

り
開
く
担
い
手
を
育
て
て
い

る
」
と
説
明
を
受
け
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験

（
指
導
・
飯
田
周
作
教
授
）

で
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
表
現

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

Processing

（
プ
ロ
セ
シ
ン

グ
）
を
使
い
２
次
関
数
の
グ

ラ
フ
作
り
に
挑
戦
。
小
６
理

科
の
教
材
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
２
年
次
生
の
授
業

「
応
用
演
習
（
コ
ン
テ
ン
ツ

デ
ザ
イ
ン
）」（
指
導
・
栗
芝
正

臣
准
教
授
）
で
は
、
学
生
の

企
画
を
批
評
し
合
う
発
表
会

で
率
直
に
感
想
を
表
し
た
。

　
高
校
生
た
ち
は
「
３
、
４

歳
上
の
先
輩
と
話
せ
て
新
鮮

だ
っ
た
」「
意
見
が
ど
ん
ど

ん
出
る
の
は
さ
す
が｣

「
実

際
の
授
業
を
受
け
て
専
大
が

身
近
に
な
っ
た
」
と
笑
顔
を

見
せ
た
。

▲　プログラミングに挑戦（端末室で）

ネ
ッ
ト
情
報
学
部
・
体
験
授
業

高
校
生
、
大
学
生
活
味
わ
う

　「
や
っ
た
ぞ
」
｜
｜
10
月
４
日
午
後
零
時
５
分
（
現

地
時
間
）、
ネ
パ
ー
ル
東
部
に
そ
び
え
る
未
踏
峰
、
ザ

ニ
ェ
Ⅱ
峰
（
６
３
１
８
㍍
・
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
山

群
）
の
頂
上
に
立
っ
た
橘き

つ

井い

駿
し
ゅ
ん

さ
ん
（
法
３
）
は
、
５

人
の
他
大
学
の
仲
間
た
ち
と
抱
き
合
っ
て
初
登
頂
を
喜

ん
だ
。
励
ま
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ
て
成
し
遂
げ
た
快

挙
。
皆
の
目
に
は
涙
が
に
じ
ん
で
い
た
。

山頂への足跡を目に焼きつけた
ザニェⅡ峰登頂の橘井駿さんら学生６人

　「
学
生
だ
け
で
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
誰
も
登
っ
た
こ
と
の
な
い

山
に
挑
戦
し
よ
う
」。
日
本

山
岳
会
の
創
立
１
１
０
周
年

記
念
事
業
で
の
呼
び
か
け

に
、
首
都
圏
の
大
学
山
岳
部

員
な
ど
男
子
学
生
６
人
が
名

乗
り
を
上
げ
た
。
そ
の
一
人

が
専
大
山
岳
部
の
橘
井
さ

ん
。
山
岳
部
員
の
海
外
遠
征

は
２
０
１
３
年
以
来
。

　
橘
井
さ
ん
は
故
郷
仙
台
市

で
小
中
高
と
野
球
に
打
ち
込

み
、
本
格
的
な
登
山
は
大
学

か
ら
。
高
校
の
恩
師
に
パ
キ

ス
タ
ン
の
山
の
写
真
を
見
せ

ら
れ
、
登
山
に
憧
れ
て
い

た
。
山
岳
部
で
冬
山
や
岩
登

り
を
体
験
し
た
も
の
の
、
海

外
で
の
登
山
は
初
め
て
。

　
目
指
す
前
人
未
到
の
ザ
ニ

ェ
Ⅱ
峰
は
情
報
が
ほ
と
ん
ど

な
い
。「
と
て
つ
も
な
く
大

き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
な
る
」

と
橘
井
さ
ん
の
胸
は
高
ま
っ

た
。

　
真
下
孝
典
さ
ん
（
青
学
大

４
年
）
を
隊
長
に
学
生
遠
征

隊
が
編
成
さ
れ
た
。
橘
井
さ

ん
ら
は
高
地
対
策
な
ど
の
訓

練
に
励
み
、
国
内
で
５
回
事

前
合
宿
を
行
っ
た
。

　
一
行
は
９
月
３
日
に
カ
ト

マ
ン
ズ
入
り
し
、
29
日
に
登

山
活
動
を
開
始
。
や
は
り
未

踏
の
ロ
ー
ナ
ク
峰
（
６
０
７

０
㍍
）
の
登
頂
も
予
定
さ
れ

て
い
た
が
、
ル
ー
ト
作
り
が

困
難
で
断
念
し
た
。

　
現
地
ガ
イ
ド
や
コ
ッ
ク
と

別
れ
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か

ら
上
部
の
ル
ー
ト
工
作
、
荷

上
げ
な
ど
は
学
生
た
ち
の
手

で
行
っ
た
。

　
途
中
、
高
山
病
で
体
調
を

崩
す
隊
員
も
出
た
。
隊
員
た

ち
は
話
し
合
い
を
重
ね
、

「
な
ん
と
し
て
も
６
人
全
員

で
ザ
ニ
ェ
Ⅱ
の
頂
を
極
め
よ

う
」と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　
通
信
・
気
象
を
担
当
し
た

橘
井
さ
ん
は
、
登
頂
２
日
前

の
ル
ー
ト
作
り
を
担
っ
た
。

▶
　
ザ
ニ
ェ
Ⅱ
の
頂
上
を
極
め
た
橘
井
さ
ん
ら

▶
　
キ
ャ
ン
プ
地
で
山
の
神
に
祈
り
…
専

大
山
岳
部
旗
を
手
に
す
る
橘
井
さ
ん

▲　登頂２日前、ルート

作りに励む橘井さん

　
ル
ー
ト
の
ほ

と
ん
ど
は
氷
河

に
覆
わ
れ
、
隠
れ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
ク
レ
バ
ス
に
注

意
を
払
い
な
が
ら
一
歩
一
歩

▼　抜けるような青い空…頂上で専修大学のタオルを掲げる

踏
み
し
め
て
い
っ
た
。
山
頂

へ
の
最
終
の
道
は
急

き
ゅ
う

峻
し
ゅ
ん

な
雪

の
斜
面
。
ロ
ー
プ
を
使
い
５

㍍
ほ
ど
登
っ
て
は
休
む
、
を

何
回
か
繰
り
返
し
最
後
の
力

を
振
り
し
ぼ
っ
て
頂
に
着
い

た
。
刻
み
続
け
た
雪
上
の
足

跡
を
目
に
焼
き
つ
け
た
。

　
６
人
が
立
つ
と
い
っ
ぱ
い

に
な
る
小
さ
な
頂
上
か
ら
パ

ノ
ラ
マ
の
視
界
が
広
が
る
。

雪
化
粧
し
た
ネ
パ
ー
ル
側
の

山
々
と
中
国
側
の
岩
肌
の
む

き
出
た
茶
色
の
山
々
、
抜
け

る
よ
う
な
青
い
空
。
雄
大
な

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
目
を
奪
わ

れ
た
。

　「
無
事
下
山
し
た
と
き
の

達
成
感
こ
そ
登
山
の
面
白

さ
」
｜
｜
橘
井
さ
ん
ら
は
10

月
23
日
帰
国
。
再
会
し
た
山

岳
部
主
将
の
前
田
翼
さ
ん

（
文
４
）
か
ら
「
た
く
ま
し

く
な
っ
た
。
や
り
遂
げ
た
自

信
が
顔
に
表
れ
て
い
る
」
と

肩
を
た
た
か
れ
る
と
、
は
に

か
ん
だ
笑
顔
を
見
せ
た
。

登
頂
日


